
中央区の森環境ふれあい村構想

平成２３年度までの主な取組み 平成２４年度の取組み 平成２５年度の取組み（予定）

【森林保全活動の支援】
　「中央区の森（数馬地区）」で森林保全
活動を行っているＮＰＯ法人里山再生塾
に、保全にかかる費用を補助している。
・協定面積 37.4ha
・主に人工林の間伐、下草刈り、枝打ち等

「中央区の森（南郷地区）」で村有林4.9haを
活用した森林保全活動

・作業道開設
・間伐作業 1ha
・「中央区の森（南郷地区）」看板設置

「中央区の森（南郷地区）」で村有林4.9ha
を活用した森林保全活動

・間伐作業 0.5ha
・歩道新設
・広葉樹植栽

事業者参加の促進
・実績　２団体

事業者参加の促進
・年間６団体

【事業所による森林保全活動】
　森林保全活動の協力を希望する事業者へ
の協力を行っている。
・年間４団体

中央区の森MAP（数馬地区）の作成
「中央区の森（数馬地区）」の案内板や
方向指示板の設置

中央区立環境情報センターの内装・什器 中央区立環境情報センターの内装・什器

公共施設のベンチ、街路樹の支柱

・実績　公園ベンチ10基
公共施設のベンチ、街路樹の支柱

中央区協働事業によるツアー（中央区環境保
全ネットワーク主催）7月26日実施

・実績　34名

「中央区の森」を活用した親子ツアー

【「中央区の森」体験ツアー】
　区民への事業の理解を深めるため、間伐
作業や炭焼き体験を実施している。
・年間２回（春・秋）

区内小学校と檜原小学校の森
・区内小学校と檜原小学校の環境学習
　（どんぐり拾い）

区内小学校と檜原小学校の森
・区内小学校と檜原小学校の環境学習

実績は平成25年１月30日現在

中央区の森環境
ふれあい村構想(抜粋）

施策・内容 施策・内容

【間伐材の活用】
保全活動により発生した間伐材を活用し、
区内公園のベンチや普及啓発品等を作成し
ている。
・公園・バス停のベンチ
・街路樹の支柱
・キーホルダーなどの啓発品

                                                        
〈森林保全の支援方策〉 

 
・整備支援の拡大 
 
 
 
 
・区内事業者の環境学習 
 森林体験の場としての活用 
 
 
 
・「中央区の森」のデザイン化 

 
〈木材資源の利活用方策〉            

  
・間伐材の有効利用 
 
 
・公共土木材等への活用 
 

 

〈地域の自然・文化などの体験と

交流促進のための方策〉 
 

 
・地域資源を取り込んだ新たな 

 プログラムの充実 
 
・小学校での学習 
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